
蛍光寿命測定装置

FLT-100

既設の蛍光分光光度計に装着、
静的な蛍光分光特性と動的な蛍
光寿命が同一のサンプルで測定
できます。

Point 1
蛍光スペクトルと寿命は独立して
測定でき、お互いに干渉すること
はありません。

蛍光寿命は光子計数方式で明るい
光学系なので、微弱蛍光でも測定
できます。

日立F7000試料室に設置！

Point 2 Point 3

特長

測定例
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励起光：488 nm
受光フィルター：540 LPF蛍光アクリル板

仕様
FLT-100

1ナノ秒～150ナノ秒

100ピコ秒以下

488 nm（他選択可能：375、405、540 nm)

LD、短い励起光幅、パルス幅：130ピコ秒以下

光電子増倍管（400～750 nm）

マルチアルカリ光電子増倍管
（オプション：GaAsP光電子増倍管）

同軸照射受光プローブ式

励起光：480/20 nm バンドパスフィルター
ダイクロイックミラー：カットオン 505 nm
蛍光：540 nm ロングパスフィルター
※上記は488nm光源向け、フィルター組合せは変更可能

マルチモード光ファイバー

励起光源、検出器、プリアンプ、カウンター、制御回路

コンスタント フラクション ディスクリミネータ（CFD）

250 MHz

型名

測定範囲

時間分解能

励起光源

検出器

測定ユニット

フィルター

接続

制御ユニット

波高弁別器

カウンター
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LD光源の発光パルスと蛍光の一光子パルスの時間間隔を繰り返し測定しそれを積算し、
ヒストグラム、蛍光減衰カーブが形成されます。蛍光寿命は、測定カーブに指数関数をフィッティングして求められます。

装置構成

装置部外観

◀日立F7000試料室に設置
京都府中小企業技術センター

　光ファイバー未接続

▲ 蛍光寿命ユニットとして
試料チャンバー（オプション）を付属して
専用機として使用できる

▲ 測定プローブの構造
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蛍光ロングパス
ＤＭ

蛍光ロングパスロ

励起バンドパス

励起側分光器

蛍光

制御部

時間計測

励起

PMT

LD
パルス
光源PC

蛍光プローブ

フィルター
DM

蛍光側
分光器

キュベット

試料室

DM：ダイクロイックミラー
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